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海上保安庁長官の訪露 

－日露海上警備機関長官級会合及び日露合同訓練の結果について－ 

 

海上保安庁は、５月４日（木）、ロシア連邦ウラジオストク沖において、テロ対策

及び捜索救助にかかる日露合同訓練を実施し、同合同訓練を海上保安庁長官及びロ

シア連邦保安庁国境警備局長官が視閲しました。また、５月５日（金）には、ウラ

ジオストク市内の迎賓館において、日露海上警備機関長官級会合を実施いたしまし

た。その結果概要は次のとおりです。 

 

 

１．日時・場所 

合同訓練 ：平成１８年５月４日（木）ロシア連邦ウラジオストク沖 

 長官級会合：平成１８年５月５日（金）ロシア連邦ウラジオストク・迎賓館 

 

 

２．合同訓練参加勢力及び会合参加者（別添参照） 

 

（１）合同訓練 

 日本側 ：第九管区海上保安本部所属巡視船「えちご」及び搭載ヘリ 

 ロシア側：ロシア連邦保安庁沿海地方国境警備局警備艇「プリモーリエ」ほか 

 

合同訓練オブザーバー：韓国海洋警察庁、中国公安部、在ウラジオストク米国総

領事館 

 

（２）長官級会合 

 日 本 側：海上保安庁長官    石川 裕己ほか 

 ロシア側：連邦保安庁第一次官兼国境警備局長官 

Ｖ．Ｙ．プロニチェフ上級大将ほか 

 

３．結果概要 

 

（１）日露合同訓練 

 ロシア側提案に基づき、テロ対応訓練、捜索救助訓練を実施。海上保安庁巡視

船えちご及び搭載ヘリとロシア連邦保安庁沿海地方国境警備局警備艇及び航空機

との間でシナリオに基づく訓練が行われ、両長官がはじめて共同で視閲。 

連絡先：海上保安庁総務部 

国際・危機管理官 

      東井 芳隆 

電 話：3581－9802（直通） 

3591－6361 内線3300 



 

 これまで行われてきた数度の合同訓練により、現場機関間の連携が質的に向上

している中、今回は、新たなテーマ設定で訓練を実施。このような合同訓練の実

施は、日露の経済、文化等の交流が拡大する中、増加が懸念される国境を越える

犯罪及び世界的な脅威であるテロへの抑止力となることを双方が確認。また、両

長官がはじめて共同で視閲し、双方のスキルの高さを確認するとともに、訓練の

効果について認識を共有した。 

 

（２）長官級会合 

 

①これまでの協力関係の評価と課題 

  テロ対策、銃器及び薬物の密輸対策、国境を越える犯罪対策、情報交換等の分

野において、より具体的・実践的な成果の達成を目指していく意向を表明。 

北太平洋海上保安フォーラムの枠組みで推進されている多国間協力に関し、日

露双方の活動を評価。 

 

②今後の協力推進の在り方 

  我が国の領海に逃走するロシア国内法違反船舶の捕捉に関する海上保安庁の協

力に対し、ロシア側が感謝の意を表明。ロシア側は、この協力の継続を強く要請

し、当庁も国際法・国内法の範囲内で可能な限りの協力を行っていくことで一致。

また、両長官は、このような協力が円滑に機能するよう、今後の相互協力の在り

方について実務者間で協議させることで一致。 

 

③その他 

  海上保安庁から、昨今の日露間の海上を取り巻く以下の３つの課題につい

て、説明。これらについて、ロシアの関係機関への伝達とともに、ロシア連

邦保安庁国境警備局の権限の範囲内で可能な措置を取るよう要請し、受け入

れられた。 

イ． ロシア船舶による水産物の密漁・密輸出の取締りに関し、日露双方が

互いに協力することの重要性 

ロ． 海洋汚染防止に関し、サハリンにおける石油・天然ガス開発プロジェ

クトの推進に伴い油流出事故発生の可能性が高まることから、同プロジ

ェクトの関連で使用されるタンカーに関する情報共有の重要性 

ハ． 冬季に日本海で発生するロシア関係船舶による木材流出事案の深刻

性 

 

なお、会合については、議事録を作成し、両長官が署名した。 

 



 

別添 

 

日露海上警備機関長官級会合出席者 

 

《日本側》 

      海上保安庁長官            石川 裕己 

   総務部国際・危機管理官        東井 芳隆 

警備救難部刑事課長          澤井 弘保 

警備救難部警備課長          鈴木 洋 

警備救難部管理課国際業務企画官    鏡 信春 

総務部秘書課長官秘書         一條 正浩 

警備救難部刑事課外国人漁業対策係長  山崎 亮平 

総務部国際・危機管理官付国際係    小清水 和善 

外務省欧州局ロシア課         室谷 政克 

在ロシア日本国大使館政務部公使    倉井 高志 

在ロシア日本国大使館経済部一等書記官 廣田 明彦 

在ウラジオストク総領事        蒲原 正義 

在ウラジオストク総領事館       山田 育栄 

 

《ロシア側》 

   プロニチェフ連邦保安庁第一副長官兼国境警備局長官（上級大将） 

   ドロヒン連邦保安庁極東連邦管区地域国境警備局長（大将） 

   セルジャーニン連邦保安庁国境警備局沿岸警備部長（中将） 

   ナウモフ連邦保安庁国境警備局国家海洋監督局長（少将） 

   ロガトゥキン連邦保安庁国境警備局編成局沿岸警備部長次長（少将） 

   ラキゾ連邦保安庁沿海地方家国境警備局長（中将） 

   プトフ連邦保安庁沿岸警備部北東国境警備局長（中将） 

   ドビン連邦保安庁沿岸警備部サハリン国境警備局長（少将） 

   ヴラシュコフ連邦保安庁国境警備局国際協力局部長（大佐） 

   マニスロフ極東連邦管区大統領全権代表代理 

   シデンコ太平洋艦隊参謀長 

   コステンコ第一副知事（ダリキン沿海地方知事が不在のため代理出席） 

   ブロヴォレツ露外務省ウラジオストク代表部長 

   通訳 

 


